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主な機能

熱と化学反応を伴う現象や多孔質（ミクロ）構造を考慮した連続体モデルの流体シミュレーションでは、実

用的な時間で計算を実施するためにマルチスケール解析が必要になります。本プロジェクトでは、有限要

素法による反応機構（複数の素反応と化学種）を考慮した複雑形状に適用できる反応性流体シミュレータ

を開発しました。

データベースや量子化学計算によって得られる化学反応式や活性化エネルギなどの素反応に関する化学

反応モデルを用い、熱流体における複雑な多孔質構造内の流れ計算により流動特性（慣性力と粘性力）に

関する特徴量をコンピュータ上で抽出し、マルチスケール解析を導入した反応性流体の並列計算を行うこ

とが出来ます。
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